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悪
天
候
の
中
、
前
日
準
備
を
し
て
い
る
時
、

明
日
は
大
丈
夫
か
と
心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
熱
い
想
い
が
天
気
を
回
復
さ
せ
、

今
事
業
の
実
施
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ホ
ー
ム
開

幕
戦
と
合
わ
せ
て
行
な
う
こ
と
で
、
多
く
の

方
々
に
篠
ノ
井
の
財
産
で
あ
る
「
書
」
に
触
れ

て
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書
道
家
・
島
田
蒼
月
先
生
、
屋
代
高
等
学
校
書

道
班
、
篠
ノ
井
高
等
学
校
書
道
部
、
長
野
県
立

大
学
書
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
に
躍
動
感
溢
れ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
心
に
届
き
、
「
書
」
の
魅
力

や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

出
演
者
の
皆
様
、
三
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協

力
い
た
だ
き
、
臨
機
応
変
に
対
応
い
た
だ
い
た

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
委
員

長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 小

山  

恵
吾

2019年度
地域共創委員会
委員長

小山  恵吾

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
三
月
一
七
日

㈰
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の

開
幕
戦
が
南
長
野
運
動
公
園
内

の
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
環
と
し
て

三
月
例
会
「
ま
ち
の
財
産
発
掘

隊
〜
書
の
街
・
篠
ノ
井
〜
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
例
会

に
は
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
、
ヴ
ァ
ン

ラ
ー
レ
八
戸
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
を
始
め
近
隣
に
お
住
ま
い

方
々
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

は
、
書
道
家
の
島
田
蒼
月
先
生

を
始
め
、
公
立
大
学
法
人
長
野

県
立
大
学
書
道
サ
ー
ク
ル
、
長

野
県
篠
ノ
井
高
等
学
校
書
道

部
、
長
野
県
屋
代
高
等
学
校
書

道
班
の
方
々
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

且
つ
繊
細
な
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
書
道
家
の
島
田
蒼
月

先
生
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
布
に

「
共
創
」
の
文
字
を
、
そ
の
周

り
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
子
供
た
ち
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
灯

籠
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
子
供

達
は
作
成
し
た
灯
籠
に
書
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
各
々

　
二
〇
一
九
年
八
月
二
二
日
㈭
、
第
二

回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
総

会
で
は
二
〇
一
九
年
補
正
収
支
予
算
、

二
〇
二
〇
年
度
理
事
長
並
び
に
監
事
予

定
者
、
二
〇
二
〇
年
度
理
事
並
び
に
正

副
議
長
予
定
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
予
定
者
に
は
酒
井
総
一
郎
君
、

外
部
監
事
予
定
者
に
北
澤
雅
博
君
、
監

事
予
定
者
に
中
村
文
陽
君
、
そ
し
て
理

事
予
定
者
も
決
ま
り
次
年
度
へ
の
第
一

歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

【黎明の鍵の伝達式】
宮﨑理事長と酒井理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈭
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理事長予定者　　　酒井総一郎　君
直前理事長　　　　宮﨑　弘章　君
外部監事予定者　　北澤　雅博　氏
監事予定者　　　　中村　文陽　君
総括副理事長予定者　　久保　廣範　君
副理事長予定者　　青木　栄樹　君
　　　〃　　　　　渡辺　利覚　君
　　　〃　　　　　小山　恵吾　君
専務理事予定者　　藤岡　秀一　君
会務担当常任理事予定者　　海江田勝由　君
委員長予定者　　　平山　亮太　君
　　　〃　　　　　神林　隆光　君
　　　〃　　　　　片山登志彦　君
　　　〃　　　　　上條　裕太　君
副委員長予定者　　笠原　佑晃　君
　　　〃　　　　　久保　善幸　君
　　　〃　　　　　高橋　健太　君
　　　〃　　　　　佐藤　貴子　君
　　　〃　　　　　飯田　一基　君
事務局長予定者　　上條　裕太　君
事務局次長予定者　笠原　佑晃　君
理事予定者　　　　酒井　信治　君
議長予定者　　　　宮尾　祐介　君
副議長予定者　　　小坂　輝行　君

2020年度理事予定者紹介

ま
ち
の
財
産
発
掘
隊

〜
書
の
街
・
篠
ノ
井
〜

月
例
会
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３
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
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■

　
第
二
部
か
ら
は
当
会
議
所
の
先
輩
で

あ
り
ま
す
シ
ニ
ア
会
の
役
員
の
皆
様
、

北
信
４
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
代
表
の
方
々
を
お
迎

え
し
、
宮
﨑
理
事
長
か
ら
本
年
事
業
の

報
告
並
び
に
本
年
後
半
の
目
標
が
語
ら

れ
、
ま
た
本
年
理
事
長
で
あ
る
宮
﨑
弘

章
君
か
ら
次
年
度
理
事
長
予
定
者
で
あ

る
酒
井
総
一
郎
君
に
『
黎
明
の
鍵
』
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
黎
明
の
鍵
』
の
伝
達
後
、
酒
井
理

事
長
予
定
者
か
ら
次
年
度
へ
向
け
た
決

意
を
表
明
さ
れ
、
シ
ニ
ア
会
会
長
加
藤

英
一
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
第

二
回
通
常
総
会
を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

好
き
な
文
字
を
書
き
記
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
本
例
会
を
通

じ
、
篠
ノ
井
の
書
の
魅
力
が
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
共
に
、
街
の
魅
力
の
一
環

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
良

い
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
本
例
会
は
長
野
市
民
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
多
く
の
方
に

本
例
会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
市
民
新
聞
の
紹

介
文
の
中
に
、
各
書
道
家
の
袴

姿
が
あ
ま
り
に
も
美
し
か
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
参
加
し
て
下

さ
っ
た
方
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔

に
よ
っ
て
な
の
か
、
文
章
内
に
も
主
宰
で
あ
る

南
長
野
青
年
会
議
所
の
文
字
が
登
場
し
な
い
、

苦
笑
い
す
る
し
か
な
い
事
態
も
引
き
起
こ
っ
た

こ
と
も
私
ど
も
の
例
会
の
完
成
度
が
高
か
っ
た

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
　

2019年度
青少年未来育成委員会

委員長
宮尾  祐介

Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱

訪
日
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
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二
〇
一
九
年
四
月
五
日
㈮
、
ホ
テ

ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
て

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南

長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
締
結
三
六

周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
昨
今
、
日
韓
で
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
中
、
ソ
・
ド

ン
ソ
ン
会
長
を
筆
頭
に
九
名
の
Ｊ
Ｃ

Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
の
メ
ン

バ
ー
が
訪
日
し
て
下
さ
り
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
会
長

倉
島
卓
人
様
を
は
じ
め
南
長
野
青
年

会
議
所
シ
ニ
ア
会
の
方
々
と
共
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
善
光
寺
木
遣
り
保
存
会

の
皆
様
に
長
野
市
無
形
文
化
財
で
あ

る
「
善
光
寺
木
遣
り
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
長
野
の
文
化
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
六
日
に
は
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の

豊
か
な
自
然
の
中
を
散
策
し
た
の

ち
、
夜
に
は
「
旅
館
さ
か
や
」
に
て

　
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
女
子
の
全
国
大
会

が
初
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
五
月

例
会
と
し
て
五
月
一
九
日
㈰
に
南
長
野
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
・
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
一
六
四
名
（
内
女
子
大
会

参
加
者
一
七
名
）に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
て
、大
盛

況
の
内
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
女
子
大

会
の
参
加
者
も
真
剣
に
相
撲
を
取
っ
て
お
り
今
後

の
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
又
、
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営
武
道
館
に
て

「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長
野
・
佐

久
・
塩
尻
・
諏
訪
・
飯
田
）
の
地
区
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
選
手
に
て
全
国
大
会
の
出
場
選
手

を
決
め
る
べ
く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

南
長
野
か
ら
も
男
子
一
名
、
女
子
二
名
の
全
国
大

会
参
加
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田
区
総
合
体
育

館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
南
長
野
か

ら
出
場
し
た
選
手
も
思
う
存
分
力
を
発
揮
し
て
頂

き
ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
五
日
㈰
に
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥
戸

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
か
ら
出
場
し
た
選
手
は

初
戦
敗
退
と
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
出
し
て
思
い
切
り
の
い
い
相

撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲

は
す
べ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
達

に
ご
参
加
い
た
だ
き
相
撲
を
通
し
て
様
々
な
事
を

教
え
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
開

催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
諸
団
体
、

先
輩
諸
兄
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
尾  

祐
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
南
長
野
青
年
会
議
所
四
月
例
会

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
訪
日
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
及
び
訪
日
事
業
は
四
月
五
日
㈮
六
日

㈯
七
日
㈰
の
三
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
の
時
世
、
日
韓
関
係
の
問
題
を
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
解
決
策
の
見
い
だ
せ
な

い
い
が
み
合
い
が
続
い
て
い
る
中
、
韓
国
西
大

邱
か
ら
九
名
と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
訪
日
頂
き

ま
し
た
。
や
は
り
韓
国
国
内
で
も
反
日
活
動
を

一
部
で
増
長
さ
せ
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で
、
こ

の
事
を
伏
せ
て
熱
い
交
流
を
し
た
い
と
公
言
し

て
い
る
我
々
は
一
抹
の
不
安
の
中
向
か
い
入
れ

行
う
に
当
た
り
、
西
大
邱
の
ソ
　
ド
ン
ソ
ン
会

長
が
「
今
の
国
同
士
で
の
騒
動
と
我
々
の
交
流

は
一
切
混
同
し
て
は
い
け
な
い
、
継
続
し
て
い

る
こ
と
の
重
要
さ
、
尊
さ
を
重
ん
じ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、
そ
の

通
り
だ
と
感
服
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
六
年
目
と
な
る
姉
妹
締
結
は
先
輩

諸
兄
の
か
ら
受
け
継
が
れ
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
ま
す
。
今
回
若
い
メ
ン
バ
ー

が
多
く
参
加
さ
れ
大
い
に
交
流
が
成
さ
れ
ま
し

た
、
残
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
改
め
て
訪
日
事

業
の
尊
さ
を
重
ん
じ
て
頂
き
四
〇
周
年
へ
向
け

大
手
を
拡
げ
邁
進
し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

米
山  

拓
郎

委
員
長
所
感

伝
統
的
な
日
本
料
理
と
共
に
お
酒
を
酌
み
交
わ

す
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
二
泊
三
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ

Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南
長
野
青
年
会

議
所
の
友
情
は
昨
今
の
情
勢
に
も
歪
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
と
も
共
生
し
尊
重
し
続
け
る

関
係
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
五
月
一
九
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
に
お

い
て
、
五
月
例
会
「
第
三
五

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
」
「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
長
野
場
所
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
本
年
か
ら
は
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
全
国
大
会
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
当

青
年
会
議
所
で
も
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
長
野
場
所
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
四
〜
六
年

生
は
、
男
子
の
部
・
女
子
の

部
に
分
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
勝
ち
上
が
っ
た
選

手
は
「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
長
野
県
大
会
」
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県

大
会
」
に
進
出
し
、
県
大
会

で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勝
っ
た
選
手
も
負
け
た
選
手

も
、
相
撲
の
試
合
を
通
じ

て
、
相
手
を
敬
う
思
い
や
り

の
心
を
学
ん
で
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
大

会
の
横
で
は
、
小
学
生
未
満

の
子
を
対
象
に
し
た
ち
び
っ

こ
相
撲
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
膝
立
ち
相
撲
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

月
例
会

5

企
画
担
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■ 

青
少
年
未
来
育
成
委
員
会 

■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
長
野
場
所

第35回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第1回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

19

第35回第１回 第２回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

８
月
４
日
㈰

東
京
都
墨
田
区
総
合
体
育
館

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

８
月
　
日
㈰

葛
飾
区
奥
戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

25

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰

　
　  

佐
久
市
営
武
道
館

30

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

瑞
鳳
の
間

　
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営

武
道
館
に
て
「
第
二
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第

一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長

野
県
大
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長

野
・
佐
久
・
塩
尻
・
諏
訪
・

飯
田
）
の
各
地
地
区
予
選
会

を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
選
手

で
全
国
大
会
出
場
選
手
各
学

年
四
名
を
決
め
る
予
選
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

女
子
の
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
ち

ら
の
予
選
会
も
同
時
に
行
い

ま
し
た
。

　
各
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
で
戦
う
事

も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
試
合

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
り
喜
ん
で

い
る
子
、
あ
と
一
歩
の
所
で

負
け
て
し
ま
い
涙
を
流
し
な

が
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
子
が

多
く
見
ら
れ
、
ど
の
選
手
も

全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
各

地
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
同
士
で
、

お
互
い
に
応
援
し
励
ま
し

あ
っ
て
い
る
姿
も
印
象
的
で

し
た
。

　
南
長
野
か
ら
も
男
子
一

名
、
女
子
二
名
の
全
国
大
会

出
場
選
手
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田

区
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
長
野
県
か
ら
は
県
大
会
予

選
会
を
勝
ち
ぬ
い
た
四
・

五
・
六
年
生
各
四
名
計
一
二

名
で
参
加
し
南
長
野
か
ら
も

五
年
生
の
羽
生
田
瑛
人
君
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
と
い
う
独
特
の

緊
張
感
の
中
、
南
長
野
か
ら

出
場
し
た
羽
生
田
瑛
人
君
も

力
を
存
分
に
発
揮
し
て
頂
き

ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
回

戦
は
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い

き
、
二
回
戦
目
も
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
相
撲
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し

た
長
野
県
代
表
選
手
へ
の
応

援
な
ど
積
極
的
に
声
掛
け
し

て
い
る
姿
も
見
れ
ま
し
た
。

又
、
例
年
同
様
相
撲
部
屋
の

宿
泊
も
あ
り
、
普
段
経
験
で

き
な
い
事
も
体
験
さ
せ
て
あ

げ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
八
月
二
五
日
㈰
に

「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥

戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
南
長
野
地
区
か

ら
は
四
年
生
の
堤
し
ほ
さ

ん
、
六
年
生
の
安
孫
子
遥
希

さ
ん
が
出
場
い
た
し
ま
し

た
。
お
二
人
と
も
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
。
全
力
で

戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
て
わ
ん
ぱ
く
相
撲

の
全
日
程
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
参

加
い
た
だ
い
た
子
供
た
ち
は

何
か
し
ら
の
学
び
を
得
て
今

後
の
成
長
に
繋
げ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。



蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す

Vol.2
2019

2019年度 外報紙

南長野青年会議所公　　益
社団法人

2019年度
スローガン 蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう

あ　 す

　
悪
天
候
の
中
、
前
日
準
備
を
し
て
い
る
時
、

明
日
は
大
丈
夫
か
と
心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
熱
い
想
い
が
天
気
を
回
復
さ
せ
、

今
事
業
の
実
施
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ホ
ー
ム
開

幕
戦
と
合
わ
せ
て
行
な
う
こ
と
で
、
多
く
の

方
々
に
篠
ノ
井
の
財
産
で
あ
る
「
書
」
に
触
れ

て
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書
道
家
・
島
田
蒼
月
先
生
、
屋
代
高
等
学
校
書

道
班
、
篠
ノ
井
高
等
学
校
書
道
部
、
長
野
県
立

大
学
書
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
に
躍
動
感
溢
れ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
心
に
届
き
、
「
書
」
の
魅
力

や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

出
演
者
の
皆
様
、
三
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協

力
い
た
だ
き
、
臨
機
応
変
に
対
応
い
た
だ
い
た

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
委
員

長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 小

山  

恵
吾

2019年度
地域共創委員会
委員長

小山  恵吾

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
三
月
一
七
日

㈰
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の

開
幕
戦
が
南
長
野
運
動
公
園
内

の
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
環
と
し
て

三
月
例
会
「
ま
ち
の
財
産
発
掘

隊
〜
書
の
街
・
篠
ノ
井
〜
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
例
会

に
は
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
々
、
ヴ
ァ
ン

ラ
ー
レ
八
戸
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
を
始
め
近
隣
に
お
住
ま
い

方
々
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

は
、
書
道
家
の
島
田
蒼
月
先
生

を
始
め
、
公
立
大
学
法
人
長
野

県
立
大
学
書
道
サ
ー
ク
ル
、
長

野
県
篠
ノ
井
高
等
学
校
書
道

部
、
長
野
県
屋
代
高
等
学
校
書

道
班
の
方
々
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

且
つ
繊
細
な
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
書
道
家
の
島
田
蒼
月

先
生
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
布
に

「
共
創
」
の
文
字
を
、
そ
の
周

り
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
子
供
た
ち
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
灯

籠
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
子
供

達
は
作
成
し
た
灯
籠
に
書
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
各
々

　
二
〇
一
九
年
八
月
二
二
日
㈭
、
第
二

回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
総

会
で
は
二
〇
一
九
年
補
正
収
支
予
算
、

二
〇
二
〇
年
度
理
事
長
並
び
に
監
事
予

定
者
、
二
〇
二
〇
年
度
理
事
並
び
に
正

副
議
長
予
定
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
予
定
者
に
は
酒
井
総
一
郎
君
、

外
部
監
事
予
定
者
に
北
澤
雅
博
君
、
監

事
予
定
者
に
中
村
文
陽
君
、
そ
し
て
理

事
予
定
者
も
決
ま
り
次
年
度
へ
の
第
一

歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

【黎明の鍵の伝達式】
宮﨑理事長と酒井理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈭
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22企
画
担
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■ 

総
務
委
員
会 

■

2019
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理事長予定者　　　酒井総一郎　君
直前理事長　　　　宮﨑　弘章　君
外部監事予定者　　北澤　雅博　氏
監事予定者　　　　中村　文陽　君
総括副理事長予定者　　久保　廣範　君
副理事長予定者　　青木　栄樹　君
　　　〃　　　　　渡辺　利覚　君
　　　〃　　　　　小山　恵吾　君
専務理事予定者　　藤岡　秀一　君
会務担当常任理事予定者　　海江田勝由　君
委員長予定者　　　平山　亮太　君
　　　〃　　　　　神林　隆光　君
　　　〃　　　　　片山登志彦　君
　　　〃　　　　　上條　裕太　君
副委員長予定者　　笠原　佑晃　君
　　　〃　　　　　久保　善幸　君
　　　〃　　　　　高橋　健太　君
　　　〃　　　　　佐藤　貴子　君
　　　〃　　　　　飯田　一基　君
事務局長予定者　　上條　裕太　君
事務局次長予定者　笠原　佑晃　君
理事予定者　　　　酒井　信治　君
議長予定者　　　　宮尾　祐介　君
副議長予定者　　　小坂　輝行　君

2020年度理事予定者紹介

ま
ち
の
財
産
発
掘
隊

〜
書
の
街
・
篠
ノ
井
〜

月
例
会

3

３
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園

17

企
画
担
当  

■ 

地
域
共
創
委
員
会 

■

　
第
二
部
か
ら
は
当
会
議
所
の
先
輩
で

あ
り
ま
す
シ
ニ
ア
会
の
役
員
の
皆
様
、

北
信
４
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
代
表
の
方
々
を
お
迎

え
し
、
宮
﨑
理
事
長
か
ら
本
年
事
業
の

報
告
並
び
に
本
年
後
半
の
目
標
が
語
ら

れ
、
ま
た
本
年
理
事
長
で
あ
る
宮
﨑
弘

章
君
か
ら
次
年
度
理
事
長
予
定
者
で
あ

る
酒
井
総
一
郎
君
に
『
黎
明
の
鍵
』
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
黎
明
の
鍵
』
の
伝
達
後
、
酒
井
理

事
長
予
定
者
か
ら
次
年
度
へ
向
け
た
決

意
を
表
明
さ
れ
、
シ
ニ
ア
会
会
長
加
藤

英
一
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
第

二
回
通
常
総
会
を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

好
き
な
文
字
を
書
き
記
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
本
例
会
を
通

じ
、
篠
ノ
井
の
書
の
魅
力
が
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
共
に
、
街
の
魅
力
の
一
環

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
良

い
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
本
例
会
は
長
野
市
民
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
多
く
の
方
に

本
例
会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
市
民
新
聞
の
紹

介
文
の
中
に
、
各
書
道
家
の
袴

姿
が
あ
ま
り
に
も
美
し
か
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
参
加
し
て
下

さ
っ
た
方
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔

に
よ
っ
て
な
の
か
、
文
章
内
に
も
主
宰
で
あ
る

南
長
野
青
年
会
議
所
の
文
字
が
登
場
し
な
い
、

苦
笑
い
す
る
し
か
な
い
事
態
も
引
き
起
こ
っ
た

こ
と
も
私
ど
も
の
例
会
の
完
成
度
が
高
か
っ
た

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
　

2019年度
青少年未来育成委員会

委員長
宮尾  祐介

Ｊ
Ｃ
Ｉ 
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱

訪
日
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

企
画
担
当  

■ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
委
員
会 

■

４
月
５
日
㈮
〜
７
日
㈰
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
例
会
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二
〇
一
九
年
四
月
五
日
㈮
、
ホ
テ

ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
て

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南

長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
締
結
三
六

周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
昨
今
、
日
韓
で
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
中
、
ソ
・
ド

ン
ソ
ン
会
長
を
筆
頭
に
九
名
の
Ｊ
Ｃ

Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
の
メ
ン

バ
ー
が
訪
日
し
て
下
さ
り
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
会
長

倉
島
卓
人
様
を
は
じ
め
南
長
野
青
年

会
議
所
シ
ニ
ア
会
の
方
々
と
共
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
善
光
寺
木
遣
り
保
存
会

の
皆
様
に
長
野
市
無
形
文
化
財
で
あ

る
「
善
光
寺
木
遣
り
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
長
野
の
文
化
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
六
日
に
は
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の

豊
か
な
自
然
の
中
を
散
策
し
た
の

ち
、
夜
に
は
「
旅
館
さ
か
や
」
に
て

　
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
女
子
の
全
国
大
会

が
初
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
五
月

例
会
と
し
て
五
月
一
九
日
㈰
に
南
長
野
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
・
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
一
六
四
名
（
内
女
子
大
会

参
加
者
一
七
名
）に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
て
、大
盛

況
の
内
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
女
子
大

会
の
参
加
者
も
真
剣
に
相
撲
を
取
っ
て
お
り
今
後

の
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
又
、
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営
武
道
館
に
て

「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長
野
・
佐

久
・
塩
尻
・
諏
訪
・
飯
田
）
の
地
区
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
選
手
に
て
全
国
大
会
の
出
場
選
手

を
決
め
る
べ
く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

南
長
野
か
ら
も
男
子
一
名
、
女
子
二
名
の
全
国
大

会
参
加
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田
区
総
合
体
育

館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
南
長
野
か

ら
出
場
し
た
選
手
も
思
う
存
分
力
を
発
揮
し
て
頂

き
ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
五
日
㈰
に
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥
戸

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
か
ら
出
場
し
た
選
手
は

初
戦
敗
退
と
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
出
し
て
思
い
切
り
の
い
い
相

撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲

は
す
べ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
達

に
ご
参
加
い
た
だ
き
相
撲
を
通
し
て
様
々
な
事
を

教
え
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
開

催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
諸
団
体
、

先
輩
諸
兄
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
尾  

祐
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
南
長
野
青
年
会
議
所
四
月
例
会

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
訪
日
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
及
び
訪
日
事
業
は
四
月
五
日
㈮
六
日

㈯
七
日
㈰
の
三
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
の
時
世
、
日
韓
関
係
の
問
題
を
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
解
決
策
の
見
い
だ
せ
な

い
い
が
み
合
い
が
続
い
て
い
る
中
、
韓
国
西
大

邱
か
ら
九
名
と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
訪
日
頂
き

ま
し
た
。
や
は
り
韓
国
国
内
で
も
反
日
活
動
を

一
部
で
増
長
さ
せ
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で
、
こ

の
事
を
伏
せ
て
熱
い
交
流
を
し
た
い
と
公
言
し

て
い
る
我
々
は
一
抹
の
不
安
の
中
向
か
い
入
れ

行
う
に
当
た
り
、
西
大
邱
の
ソ
　
ド
ン
ソ
ン
会

長
が
「
今
の
国
同
士
で
の
騒
動
と
我
々
の
交
流

は
一
切
混
同
し
て
は
い
け
な
い
、
継
続
し
て
い

る
こ
と
の
重
要
さ
、
尊
さ
を
重
ん
じ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、
そ
の

通
り
だ
と
感
服
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
六
年
目
と
な
る
姉
妹
締
結
は
先
輩

諸
兄
の
か
ら
受
け
継
が
れ
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
ま
す
。
今
回
若
い
メ
ン
バ
ー

が
多
く
参
加
さ
れ
大
い
に
交
流
が
成
さ
れ
ま
し

た
、
残
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
改
め
て
訪
日
事

業
の
尊
さ
を
重
ん
じ
て
頂
き
四
〇
周
年
へ
向
け

大
手
を
拡
げ
邁
進
し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

米
山  

拓
郎

委
員
長
所
感

伝
統
的
な
日
本
料
理
と
共
に
お
酒
を
酌
み
交
わ

す
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
二
泊
三
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ

Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南
長
野
青
年
会

議
所
の
友
情
は
昨
今
の
情
勢
に
も
歪
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
と
も
共
生
し
尊
重
し
続
け
る

関
係
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
五
月
一
九
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
に
お

い
て
、
五
月
例
会
「
第
三
五

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
」
「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
長
野
場
所
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
本
年
か
ら
は
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
全
国
大
会
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
当

青
年
会
議
所
で
も
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
長
野
場
所
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
四
〜
六
年

生
は
、
男
子
の
部
・
女
子
の

部
に
分
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
勝
ち
上
が
っ
た
選

手
は
「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
長
野
県
大
会
」
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県

大
会
」
に
進
出
し
、
県
大
会

で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勝
っ
た
選
手
も
負
け
た
選
手

も
、
相
撲
の
試
合
を
通
じ

て
、
相
手
を
敬
う
思
い
や
り

の
心
を
学
ん
で
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
大

会
の
横
で
は
、
小
学
生
未
満

の
子
を
対
象
に
し
た
ち
び
っ

こ
相
撲
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
膝
立
ち
相
撲
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

月
例
会
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体
育
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ぱ
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撲
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国
大
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８
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飾
区
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戸
総
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ス
ポ
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ツ
セ
ン
タ
ー
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わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰

　
　  

佐
久
市
営
武
道
館

30

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

瑞
鳳
の
間

　
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営

武
道
館
に
て
「
第
二
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第

一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長

野
県
大
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長

野
・
佐
久
・
塩
尻
・
諏
訪
・

飯
田
）
の
各
地
地
区
予
選
会

を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
選
手

で
全
国
大
会
出
場
選
手
各
学

年
四
名
を
決
め
る
予
選
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

女
子
の
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
ち

ら
の
予
選
会
も
同
時
に
行
い

ま
し
た
。

　
各
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
で
戦
う
事

も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
試
合

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
り
喜
ん
で

い
る
子
、
あ
と
一
歩
の
所
で

負
け
て
し
ま
い
涙
を
流
し
な

が
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
子
が

多
く
見
ら
れ
、
ど
の
選
手
も

全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
各

地
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
同
士
で
、

お
互
い
に
応
援
し
励
ま
し

あ
っ
て
い
る
姿
も
印
象
的
で

し
た
。

　
南
長
野
か
ら
も
男
子
一

名
、
女
子
二
名
の
全
国
大
会

出
場
選
手
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田

区
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
長
野
県
か
ら
は
県
大
会
予

選
会
を
勝
ち
ぬ
い
た
四
・

五
・
六
年
生
各
四
名
計
一
二

名
で
参
加
し
南
長
野
か
ら
も

五
年
生
の
羽
生
田
瑛
人
君
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
と
い
う
独
特
の

緊
張
感
の
中
、
南
長
野
か
ら

出
場
し
た
羽
生
田
瑛
人
君
も

力
を
存
分
に
発
揮
し
て
頂
き

ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
回

戦
は
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い

き
、
二
回
戦
目
も
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
相
撲
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し

た
長
野
県
代
表
選
手
へ
の
応

援
な
ど
積
極
的
に
声
掛
け
し

て
い
る
姿
も
見
れ
ま
し
た
。

又
、
例
年
同
様
相
撲
部
屋
の

宿
泊
も
あ
り
、
普
段
経
験
で

き
な
い
事
も
体
験
さ
せ
て
あ

げ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
八
月
二
五
日
㈰
に

「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥

戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
南
長
野
地
区
か

ら
は
四
年
生
の
堤
し
ほ
さ

ん
、
六
年
生
の
安
孫
子
遥
希

さ
ん
が
出
場
い
た
し
ま
し

た
。
お
二
人
と
も
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
。
全
力
で

戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
て
わ
ん
ぱ
く
相
撲

の
全
日
程
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
参

加
い
た
だ
い
た
子
供
た
ち
は

何
か
し
ら
の
学
び
を
得
て
今

後
の
成
長
に
繋
げ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す
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六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月

例
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
講

演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
第
一
部
安
藤
国
威
氏

（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社
長
、
現
長
野
県

立
大
学
理
事
長
）
の
公
演
を
し
て

頂
き
、
第
二
部
で
は
参
加
者
と
安

藤
氏
を
交
え
た
異
業
種
交
流
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月
例
会
「
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
夕
方
か
ら

雨
と
な
り
足
元
の
悪
い
中
、
総
勢
五
八
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
安
藤
国
威
氏
（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社

長
、
現
長
野
県
立
大
学
理
事
長
）
を
お
迎

え
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
時
代
の
経
験
や
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
安
藤

氏
の
話
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
真
剣
に
聞

き
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
何
か
を
学
ぼ
う
と

す
る
意
欲
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
こ
の
公

演
を
聴
い
た
方
に
は
未
来
を
見
据
え
た
経

営
や
事
業
を
計
画
し
自
社
の
発
展
の
一
助

と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
交
流
会
の
中
で
は
色
々
な
業
種
の

方
々
が
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら
お
互
い
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
色
々
な
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
や
考

え
方
を
聞
き
、
自
分
に
対
す
る
刺
激
に

な
っ
て
帰
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
例
会
を
通
し
て
当
青
年
会
議
所
も
時

勢
に
合
わ
せ
た
変
革
や
未
来
を
見
据
え
た

目
標
と
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
る
事
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　Challenge for innovation!!

柳
澤  

悠
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
七
月
一
四
日
㈰
、

川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
お
い

て
、
七
月
例
会
「
南
長
野
　
カ
ー

ニ
バ
ル
〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
例
会
に

は
準
会
員
で
あ
る
守
愛
優
子
君
に

進
行
を
依
頼
し
、
ま
た
演
奏
者
の

中
に
は
西
澤
寿
実
先
輩
が
参
加
さ

れ
る
な
ど
現
役
、
先
輩
と
協
力
し

た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
の
心
配
も
さ
れ
ま

し
た
が
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
し

音
楽
と
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
そ
の
ご
助
力
も
相
ま
っ
て

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜

月
例
会

6

６
月
　
日
㈮
　
ホ
テ
ル
信
濃
路

21

７
月
　
日
㈰
　
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

南
長
野

　カ
ー
ニ
バ
ル

〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
共
創
委
員
会 

■

de
14

de

　
ま
だ
梅
雨
が
明
け
ず
、
天
気
を
気
に

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

前
日
夜
か
ら
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
朝
方
に
は
小
雨
に
な
り
、
開
会

一
時
間
前
に
は
雨
は
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
事
業
実
施
に
か
け
る
熱

量
が
天
気
の
回
復
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
音
楽
と
食
の
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
演
奏
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し
い
演
奏
、

楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の
出
店

者
（
九
店
舗
）
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
美
味
し
い
グ
ル
メ
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様

の
胃
袋
を
満
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
パ
プ
リ
カ
の
演
奏
時
に
は
、
ダ
ン

サ
ー
の
皆
様
が
一
緒
に
踊
り
、
会
場
の

お
客
様
を
巻
き
込
み
、
会
場
全
体
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
会
場
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
時
に
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
演
奏
者
の
皆
様
、
出
店
者
の
皆

様
、
七
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
に
御
礼

を
申
し
上
げ
、
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

小
山  

恵
吾

委
員
長
所
感

　
パ
プ
リ
カ
の
時
に
は
演
奏
者
、

ダ
ン
サ
ー
と
お
客
様
が
一
緒
に
や

る
こ
と
で
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
繋
が
り

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
例
会
に
よ
り
多
く
の
人
が
集

ま
り
活
気
あ
ふ
れ
る
町
へ
の
第
一

歩
に
な
っ
た
こ
と
を
期
待
し
、
今

後
も
南
長
野
地
域
の
発
展
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

企
画
担
当  

■ 

未
来
へ
の
絆
創
造
委
員
会 

■

あ
す

ひ
と

　
安
藤
氏
の
講
演
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

時
代
の
経
験
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
そ
し
て
今
後
に
お
け
る
社
会
の

変
革
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
第
二
部
で
は
四
〇
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
様
々
な
業
種
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
仕
事
の

話
、
南
長
野
青
年
会
議
所
の
話
な

ど
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
お
酒
を
楽
し
む
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
例
会
を
通
じ
南
長
野
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
の
自
己
啓
発
と
候

補
者
に
成
り
う
る
参
加
者
の
方
々

に
我
々
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
例
会
だ
っ
た
と
感
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
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Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
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西
大
邱
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日
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

企
画
担
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Ｇ
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ｏ
ｂ
ａ
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Ｖ
ｉ
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ｉ
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委
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５
日
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７
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月
例
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蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す

2019年度  外報紙かがり火  Vol.2

　
二
〇
一
九
年
四
月
五
日
㈮
、
ホ
テ

ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
て

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南

長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
締
結
三
六

周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
昨
今
、
日
韓
で
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
中
、
ソ
・
ド

ン
ソ
ン
会
長
を
筆
頭
に
九
名
の
Ｊ
Ｃ

Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
の
メ
ン

バ
ー
が
訪
日
し
て
下
さ
り
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
会
長

倉
島
卓
人
様
を
は
じ
め
南
長
野
青
年

会
議
所
シ
ニ
ア
会
の
方
々
と
共
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
善
光
寺
木
遣
り
保
存
会

の
皆
様
に
長
野
市
無
形
文
化
財
で
あ

る
「
善
光
寺
木
遣
り
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
長
野
の
文
化
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
六
日
に
は
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の

豊
か
な
自
然
の
中
を
散
策
し
た
の

ち
、
夜
に
は
「
旅
館
さ
か
や
」
に
て

　
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
女
子
の
全
国
大
会

が
初
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
五
月

例
会
と
し
て
五
月
一
九
日
㈰
に
南
長
野
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
・
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
一
六
四
名
（
内
女
子
大
会

参
加
者
一
七
名
）に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
て
、大
盛

況
の
内
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
女
子
大

会
の
参
加
者
も
真
剣
に
相
撲
を
取
っ
て
お
り
今
後

の
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
又
、
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営
武
道
館
に
て

「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長
野
・
佐

久
・
塩
尻
・
諏
訪
・
飯
田
）
の
地
区
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
選
手
に
て
全
国
大
会
の
出
場
選
手

を
決
め
る
べ
く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

南
長
野
か
ら
も
男
子
一
名
、
女
子
二
名
の
全
国
大

会
参
加
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田
区
総
合
体
育

館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
三
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
南
長
野
か

ら
出
場
し
た
選
手
も
思
う
存
分
力
を
発
揮
し
て
頂

き
ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
五
日
㈰
に
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥
戸

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
か
ら
出
場
し
た
選
手
は

初
戦
敗
退
と
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
出
し
て
思
い
切
り
の
い
い
相

撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
今
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲

は
す
べ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
達

に
ご
参
加
い
た
だ
き
相
撲
を
通
し
て
様
々
な
事
を

教
え
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
開

催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
諸
団
体
、

先
輩
諸
兄
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
尾  

祐
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
南
長
野
青
年
会
議
所
四
月
例
会

Ｊ
Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
訪
日
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
及
び
訪
日
事
業
は
四
月
五
日
㈮
六
日

㈯
七
日
㈰
の
三
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
の
時
世
、
日
韓
関
係
の
問
題
を
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
解
決
策
の
見
い
だ
せ
な

い
い
が
み
合
い
が
続
い
て
い
る
中
、
韓
国
西
大

邱
か
ら
九
名
と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
訪
日
頂
き

ま
し
た
。
や
は
り
韓
国
国
内
で
も
反
日
活
動
を

一
部
で
増
長
さ
せ
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で
、
こ

の
事
を
伏
せ
て
熱
い
交
流
を
し
た
い
と
公
言
し

て
い
る
我
々
は
一
抹
の
不
安
の
中
向
か
い
入
れ

行
う
に
当
た
り
、
西
大
邱
の
ソ
　
ド
ン
ソ
ン
会

長
が
「
今
の
国
同
士
で
の
騒
動
と
我
々
の
交
流

は
一
切
混
同
し
て
は
い
け
な
い
、
継
続
し
て
い

る
こ
と
の
重
要
さ
、
尊
さ
を
重
ん
じ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、
そ
の

通
り
だ
と
感
服
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
六
年
目
と
な
る
姉
妹
締
結
は
先
輩

諸
兄
の
か
ら
受
け
継
が
れ
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
ま
す
。
今
回
若
い
メ
ン
バ
ー

が
多
く
参
加
さ
れ
大
い
に
交
流
が
成
さ
れ
ま
し

た
、
残
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
改
め
て
訪
日
事

業
の
尊
さ
を
重
ん
じ
て
頂
き
四
〇
周
年
へ
向
け

大
手
を
拡
げ
邁
進
し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

米
山  

拓
郎

委
員
長
所
感

伝
統
的
な
日
本
料
理
と
共
に
お
酒
を
酌
み
交
わ

す
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
二
泊
三
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ

Ｃ
Ｉ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
南
長
野
青
年
会

議
所
の
友
情
は
昨
今
の
情
勢
に
も
歪
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
と
も
共
生
し
尊
重
し
続
け
る

関
係
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
五
月
一
九
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
に
お

い
て
、
五
月
例
会
「
第
三
五

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場

所
」
「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
長
野
場
所
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
本
年
か
ら
は
わ
ん
ぱ
く
相

撲
女
子
全
国
大
会
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
当

青
年
会
議
所
で
も
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
長
野
場
所
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
四
〜
六
年

生
は
、
男
子
の
部
・
女
子
の

部
に
分
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
勝
ち
上
が
っ
た
選

手
は
「
第
二
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
長
野
県
大
会
」
「
第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県

大
会
」
に
進
出
し
、
県
大
会

で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勝
っ
た
選
手
も
負
け
た
選
手

も
、
相
撲
の
試
合
を
通
じ

て
、
相
手
を
敬
う
思
い
や
り

の
心
を
学
ん
で
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
大

会
の
横
で
は
、
小
学
生
未
満

の
子
を
対
象
に
し
た
ち
び
っ

こ
相
撲
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
膝
立
ち
相
撲
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

月
例
会

5

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
未
来
育
成
委
員
会 

■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
長
野
場
所

第35回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第1回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

19

第35回第１回 第２回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

８
月
４
日
㈰

東
京
都
墨
田
区
総
合
体
育
館

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

８
月
　
日
㈰

葛
飾
区
奥
戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

25

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰

　
　  

佐
久
市
営
武
道
館

30

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

瑞
鳳
の
間

　
六
月
三
〇
日
㈰
佐
久
市
営

武
道
館
に
て
「
第
二
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・
第

一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長

野
県
大
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
長
野
県
内
五
ヶ
所
（
南
長

野
・
佐
久
・
塩
尻
・
諏
訪
・

飯
田
）
の
各
地
地
区
予
選
会

を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
選
手

で
全
国
大
会
出
場
選
手
各
学

年
四
名
を
決
め
る
予
選
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

女
子
の
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
ち

ら
の
予
選
会
も
同
時
に
行
い

ま
し
た
。

　
各
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
で
戦
う
事

も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
試
合

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
り
喜
ん
で

い
る
子
、
あ
と
一
歩
の
所
で

負
け
て
し
ま
い
涙
を
流
し
な

が
ら
悔
し
が
っ
て
い
る
子
が

多
く
見
ら
れ
、
ど
の
選
手
も

全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
各

地
地
区
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
同
士
で
、

お
互
い
に
応
援
し
励
ま
し

あ
っ
て
い
る
姿
も
印
象
的
で

し
た
。

　
南
長
野
か
ら
も
男
子
一

名
、
女
子
二
名
の
全
国
大
会

出
場
選
手
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
八
月
四
日
㈰
東
京
都
墨
田

区
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
長
野
県
か
ら
は
県
大
会
予

選
会
を
勝
ち
ぬ
い
た
四
・

五
・
六
年
生
各
四
名
計
一
二

名
で
参
加
し
南
長
野
か
ら
も

五
年
生
の
羽
生
田
瑛
人
君
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
と
い
う
独
特
の

緊
張
感
の
中
、
南
長
野
か
ら

出
場
し
た
羽
生
田
瑛
人
君
も

力
を
存
分
に
発
揮
し
て
頂
き

ま
し
た
。
結
果
は
二
回
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
回

戦
は
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い

き
、
二
回
戦
目
も
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
相
撲
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し

た
長
野
県
代
表
選
手
へ
の
応

援
な
ど
積
極
的
に
声
掛
け
し

て
い
る
姿
も
見
れ
ま
し
た
。

又
、
例
年
同
様
相
撲
部
屋
の

宿
泊
も
あ
り
、
普
段
経
験
で

き
な
い
事
も
体
験
さ
せ
て
あ

げ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
八
月
二
五
日
㈰
に

「
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
全
国
大
会
」
が
葛
飾
区
奥

戸
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
南
長
野
地
区
か

ら
は
四
年
生
の
堤
し
ほ
さ

ん
、
六
年
生
の
安
孫
子
遥
希

さ
ん
が
出
場
い
た
し
ま
し

た
。
お
二
人
と
も
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
。
全
力
で

戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
て
わ
ん
ぱ
く
相
撲

の
全
日
程
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
参

加
い
た
だ
い
た
子
供
た
ち
は

何
か
し
ら
の
学
び
を
得
て
今

後
の
成
長
に
繋
げ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す

2019年度  外報紙かがり火  Vol.2

　
六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月

例
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
講

演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
第
一
部
安
藤
国
威
氏

（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社
長
、
現
長
野
県

立
大
学
理
事
長
）
の
公
演
を
し
て

頂
き
、
第
二
部
で
は
参
加
者
と
安

藤
氏
を
交
え
た
異
業
種
交
流
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月
例
会
「
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
夕
方
か
ら

雨
と
な
り
足
元
の
悪
い
中
、
総
勢
五
八
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
安
藤
国
威
氏
（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社

長
、
現
長
野
県
立
大
学
理
事
長
）
を
お
迎

え
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
時
代
の
経
験
や
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
安
藤

氏
の
話
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
真
剣
に
聞

き
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
何
か
を
学
ぼ
う
と

す
る
意
欲
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
こ
の
公

演
を
聴
い
た
方
に
は
未
来
を
見
据
え
た
経

営
や
事
業
を
計
画
し
自
社
の
発
展
の
一
助

と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
交
流
会
の
中
で
は
色
々
な
業
種
の

方
々
が
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら
お
互
い
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
色
々
な
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
や
考

え
方
を
聞
き
、
自
分
に
対
す
る
刺
激
に

な
っ
て
帰
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
例
会
を
通
し
て
当
青
年
会
議
所
も
時

勢
に
合
わ
せ
た
変
革
や
未
来
を
見
据
え
た

目
標
と
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
る
事
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　Challenge for innovation!!

柳
澤  

悠
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
七
月
一
四
日
㈰
、

川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
お
い

て
、
七
月
例
会
「
南
長
野
　
カ
ー

ニ
バ
ル
〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
例
会
に

は
準
会
員
で
あ
る
守
愛
優
子
君
に

進
行
を
依
頼
し
、
ま
た
演
奏
者
の

中
に
は
西
澤
寿
実
先
輩
が
参
加
さ

れ
る
な
ど
現
役
、
先
輩
と
協
力
し

た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
の
心
配
も
さ
れ
ま

し
た
が
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
し

音
楽
と
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
そ
の
ご
助
力
も
相
ま
っ
て

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜

月
例
会

6

６
月
　
日
㈮
　
ホ
テ
ル
信
濃
路

21

７
月
　
日
㈰
　
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

南
長
野

　カ
ー
ニ
バ
ル

〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
共
創
委
員
会 

■

de
14

de

　
ま
だ
梅
雨
が
明
け
ず
、
天
気
を
気
に

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

前
日
夜
か
ら
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
朝
方
に
は
小
雨
に
な
り
、
開
会

一
時
間
前
に
は
雨
は
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
事
業
実
施
に
か
け
る
熱

量
が
天
気
の
回
復
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
音
楽
と
食
の
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
演
奏
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し
い
演
奏
、

楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の
出
店

者
（
九
店
舗
）
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
美
味
し
い
グ
ル
メ
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様

の
胃
袋
を
満
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
パ
プ
リ
カ
の
演
奏
時
に
は
、
ダ
ン

サ
ー
の
皆
様
が
一
緒
に
踊
り
、
会
場
の

お
客
様
を
巻
き
込
み
、
会
場
全
体
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
会
場
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
時
に
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
演
奏
者
の
皆
様
、
出
店
者
の
皆

様
、
七
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
に
御
礼

を
申
し
上
げ
、
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

小
山  

恵
吾

委
員
長
所
感

　
パ
プ
リ
カ
の
時
に
は
演
奏
者
、

ダ
ン
サ
ー
と
お
客
様
が
一
緒
に
や

る
こ
と
で
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
繋
が
り

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
例
会
に
よ
り
多
く
の
人
が
集

ま
り
活
気
あ
ふ
れ
る
町
へ
の
第
一

歩
に
な
っ
た
こ
と
を
期
待
し
、
今

後
も
南
長
野
地
域
の
発
展
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

企
画
担
当  

■ 

未
来
へ
の
絆
創
造
委
員
会 

■

あ
す

ひ
と

　
安
藤
氏
の
講
演
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

時
代
の
経
験
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
そ
し
て
今
後
に
お
け
る
社
会
の

変
革
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
第
二
部
で
は
四
〇
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
様
々
な
業
種
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
仕
事
の

話
、
南
長
野
青
年
会
議
所
の
話
な

ど
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
お
酒
を
楽
し
む
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
例
会
を
通
じ
南
長
野
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
の
自
己
啓
発
と
候

補
者
に
成
り
う
る
参
加
者
の
方
々

に
我
々
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
例
会
だ
っ
た
と
感
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す

　
二
〇
一
九
年
八
月
一
七

日
㈯
〜
一
八
日
㈰
に
長
野

市
青
少
年
錬
成
セ
ン
タ
ー
に

て
、
八
月
例
会
「
サ
マ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
　
〜
み
ん
な

で
協
力
　
避
難
所
体
験

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
例
会
は
昨
今
増
え

て
い
る
災
害
に
対
し
、
避

難
所
の
生
活
の
一
部
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
七
日
は
段
ボ
ー
ル
で
の

寝
床
づ
く
り
に
始
ま
り
、

避
難
所
で
実
際
に
食
さ
れ

て
い
る
非
常
食
、
ま
た
は

災
害
用
カ
レ
ー
作
り
な
ど

を
行
い
、
体
育
館
で
実
際

に
一
泊
し
、
二
日
目
に
は

防
災
講
義
等
の
勉
強
を
致

し
ま
し
た
。

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
み
ん
な
で
協
力

　避
難
所
体
験
〜

月
例
会

8

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
未
来
育
成
委
員
会 

■

　八
月
一
七
日
㈯
一
八
日
㈰
長
野
市
青
少
年
錬
成
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
八
月
例
会
「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
　〜
み

ん
な
で
協
力
　避
難
所
体
験
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　今

例
会
は一泊
二
日
の
避
難
所
生
活
を
通
じ
て
、
子
ど

も
達
同
士
が
助
け
合
い
、
相
手
の
立
場
に
な
り
自
分
が

何
が
出
来
る
か
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
様
に
な
る
事
を

目
指
し
ま
し
た
。

　小
学一年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
合
計
六
四
名
の
参
加
者

と
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア一〇
名
の
ご
協
力
の
下
、
体

育
館
等
の
広
い
空
間
の
中
で
の
段
ボ
ー
ル
を
使
い
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
空
間
の
確
保
の
仕
方
、
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
る
状
況
を
想
定
し
た
炊
飯
袋
か
ら
の
カ
レ
ー
作
り
等
、

避
難
所
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
子
ど
も
達
が

協
力
し
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る
様
に
様
々
な
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
受
付
時
に
は
親
と
離
れ
る
の

が
寂
し
く
て
泣
い
て
い
た
子
が
最
後
に
は
笑
っ
て
い
た
り
、

小
さ
い
子
が
で
き
な
い
事
を
上
級
生
が
補
助
し
て
協
力
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
微
笑
ま
し
く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。　子

ど
も
達
に
は
今
例
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
る

事
や
感
じ
る
場
を
提
供
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
今
後
の
成
長
に
生
か
し
て
頂
く
事
を
願
い

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
尾  

祐
介

委
員
長
所
感
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　あ
の
蒸
し
暑
か
っ
た
夏
の
頃
も
終
わ
り
を
迎
え
、
よ
う

や
く
涼
し
い
風
が
通
り
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世

間
で
は
子
供
た
ち
も
夏
休
み
が
終
わ
り
新
学
期
を
迎
え
、

街
の
様
子
も
年
の
後
半
が
始
ま
っ
た
様
子
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
南
長
野
青
年
会
議
所
で
は
第
二
回
通
常
総
会
を
迎

え
二
〇
二
〇
年
度
理
事
長
予
定
者
と
し
て
酒
井
総
一
郎
君

が
選
出
さ
れ
、
次
年
度
へ
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
の
残
り
半
分
は
次
年
度
へ
の
準
備
と
本
年

の
仕
事
の
両
立
と
な
り
忙
し
い
半
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た

来
年
度
は
二
年
後
南
長
野
青
年
会
議
所
の
周
年
事
業
を
迎

え
る
準
備
の
年
に
あ
た
る
大
切
な
一
年
に
な
り
ま
す
。

　二
〇
一
九
年
の
南
長
野
青
年
会
議
所
も
残
り
半
年
、
宮

﨑
理
事
長
筆
頭
に
各
例
会
、
拡
大
活
動
全
力
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

総
務
委
員
会

　副
委
員
長

　上
條

　裕
太

８
月
　
日
㈯
〜
　
日
㈰
　
　
　
　
　
　
　

17

18

長
野
市
青
少
年

錬
成
セ
ン
タ
ー

　
本
例
会
に
は
六
〇
名
以
上
の
子

供
た
ち
、
そ
し
て
多
く
の
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
っ
て
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
日
本
を
支
え
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
子
供
た
ち
の
知
識
、

そ
し
て
思
い
出
の
一
部
に
な
ろ
う

例
会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 !!

!!

!!
!!

田中  　啓
会社名 Signature K

会社事業内容 農業

最近の趣味 レストラン巡り

ＪＣに入って
よかったこと

地域のJCの先輩方とも深い話ができる
ようになった。

39歳2019 Pick Up!
新入会員Ｎｏ.4

2019所属委員会
地域共創委員会

飯田  　淳
会社名 株式会社東飯田酒造店

会社事業内容 製造業

最近の趣味 映画鑑賞

ＪＣに入って
よかったこと 地域の様々な業種の人と知り合えたこと。

34歳2019 Pick Up!
新入会員Ｎｏ.3

2019所属委員会
Global Vision委員会  副委員長

!!

!!

　
六
月
一
六
日
㈰
〜
六
月
一
九
日
㈬
に
か

け
、
訪
韓
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
南
長
野
青
年
会
議
所
と
西
大
邱

青
年
会
議
所
は
姉
妹
締
結
三
五
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
盛
大
な
歓
迎
を
受

け
、
双
方
の
会
議
所
の
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
一
七
日
今
回
の
訪
韓
で
は
済
州
島

で
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
エ

リ
ア
会
議
）
に
合
わ
せ
日
程
を
組
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
ナ
イ
ト
で

は
両
青
年
会
議
所
合
同
ブ
ー
ス
を
展
開

し
、
水
色
の
南
長
野
青
年
会
議
所
の
法
被

　訪
韓
事
業

企
画
担
当  

■ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
委
員
会 

■

2019 ６
月
　
日
㈰
〜
　
日
㈬
　
　
　
　
　

19

16

大
韓
民
国

西
大
邱

を
纏
い
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
一
八
日
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
各
国
の
青
年
会
議
所
の
ブ
ー
ス

を
見
学
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
昨
今
、
日
韓
の
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら

れ
る
中
、
こ
の
よ
う
に
親
交
を
深
め
ら
れ

る
こ
と
も
青
年
会
議
所
の
魅
力
の
一
つ
に

他
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

交
流
が
五
年
一
〇
年
と
続
い
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。



蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す
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六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月

例
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
講

演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
第
一
部
安
藤
国
威
氏

（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社
長
、
現
長
野
県

立
大
学
理
事
長
）
の
公
演
を
し
て

頂
き
、
第
二
部
で
は
参
加
者
と
安

藤
氏
を
交
え
た
異
業
種
交
流
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
一
日
㈮
一
九
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

信
濃
路
に
お
い
て
、
六
月
例
会
「
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
夕
方
か
ら

雨
と
な
り
足
元
の
悪
い
中
、
総
勢
五
八
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
安
藤
国
威
氏
（
元
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
社

長
、
現
長
野
県
立
大
学
理
事
長
）
を
お
迎

え
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
時
代
の
経
験
や
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
安
藤

氏
の
話
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
真
剣
に
聞

き
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
何
か
を
学
ぼ
う
と

す
る
意
欲
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
こ
の
公

演
を
聴
い
た
方
に
は
未
来
を
見
据
え
た
経

営
や
事
業
を
計
画
し
自
社
の
発
展
の
一
助

と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
交
流
会
の
中
で
は
色
々
な
業
種
の

方
々
が
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら
お
互
い
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
色
々
な
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
や
考

え
方
を
聞
き
、
自
分
に
対
す
る
刺
激
に

な
っ
て
帰
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
例
会
を
通
し
て
当
青
年
会
議
所
も
時

勢
に
合
わ
せ
た
変
革
や
未
来
を
見
据
え
た

目
標
と
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
る
事
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　Challenge for innovation!!

柳
澤  

悠
介

委
員
長
所
感

　
二
〇
一
九
年
七
月
一
四
日
㈰
、

川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
お
い

て
、
七
月
例
会
「
南
長
野
　
カ
ー

ニ
バ
ル
〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
例
会
に

は
準
会
員
で
あ
る
守
愛
優
子
君
に

進
行
を
依
頼
し
、
ま
た
演
奏
者
の

中
に
は
西
澤
寿
実
先
輩
が
参
加
さ

れ
る
な
ど
現
役
、
先
輩
と
協
力
し

た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
の
心
配
も
さ
れ
ま

し
た
が
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
し

音
楽
と
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
そ
の
ご
助
力
も
相
ま
っ
て

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
間
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
講
演
会
と
異
業
種
交
流
会
〜

月
例
会

6

６
月
　
日
㈮
　
ホ
テ
ル
信
濃
路

21

７
月
　
日
㈰
　
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

南
長
野

　カ
ー
ニ
バ
ル

〜
川
中
島
・
夏
の
陣
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
共
創
委
員
会 

■

de
14

de

　
ま
だ
梅
雨
が
明
け
ず
、
天
気
を
気
に

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

前
日
夜
か
ら
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
朝
方
に
は
小
雨
に
な
り
、
開
会

一
時
間
前
に
は
雨
は
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
事
業
実
施
に
か
け
る
熱

量
が
天
気
の
回
復
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
音
楽
と
食
の
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
演
奏
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し
い
演
奏
、

楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の
出
店

者
（
九
店
舗
）
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
美
味
し
い
グ
ル
メ
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様

の
胃
袋
を
満
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
パ
プ
リ
カ
の
演
奏
時
に
は
、
ダ
ン

サ
ー
の
皆
様
が
一
緒
に
踊
り
、
会
場
の

お
客
様
を
巻
き
込
み
、
会
場
全
体
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
会
場
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
時
に
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
演
奏
者
の
皆
様
、
出
店
者
の
皆

様
、
七
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
に
御
礼

を
申
し
上
げ
、
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

小
山  

恵
吾

委
員
長
所
感

　
パ
プ
リ
カ
の
時
に
は
演
奏
者
、

ダ
ン
サ
ー
と
お
客
様
が
一
緒
に
や

る
こ
と
で
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
繋
が
り

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
例
会
に
よ
り
多
く
の
人
が
集

ま
り
活
気
あ
ふ
れ
る
町
へ
の
第
一

歩
に
な
っ
た
こ
と
を
期
待
し
、
今

後
も
南
長
野
地
域
の
発
展
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

企
画
担
当  

■ 

未
来
へ
の
絆
創
造
委
員
会 

■

あ
す

ひ
と

　
安
藤
氏
の
講
演
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

時
代
の
経
験
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
そ
し
て
今
後
に
お
け
る
社
会
の

変
革
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
第
二
部
で
は
四
〇
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
様
々
な
業
種
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
仕
事
の

話
、
南
長
野
青
年
会
議
所
の
話
な

ど
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
お
酒
を
楽
し
む
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
例
会
を
通
じ
南
長
野
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
の
自
己
啓
発
と
候

補
者
に
成
り
う
る
参
加
者
の
方
々

に
我
々
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
例
会
だ
っ
た
と
感
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

蒼い情熱を以って  未来への橋を架けよう
あ　す

　
二
〇
一
九
年
八
月
一
七

日
㈯
〜
一
八
日
㈰
に
長
野

市
青
少
年
錬
成
セ
ン
タ
ー
に

て
、
八
月
例
会
「
サ
マ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
　
〜
み
ん
な

で
協
力
　
避
難
所
体
験

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
例
会
は
昨
今
増
え

て
い
る
災
害
に
対
し
、
避

難
所
の
生
活
の
一
部
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
七
日
は
段
ボ
ー
ル
で
の

寝
床
づ
く
り
に
始
ま
り
、

避
難
所
で
実
際
に
食
さ
れ

て
い
る
非
常
食
、
ま
た
は

災
害
用
カ
レ
ー
作
り
な
ど

を
行
い
、
体
育
館
で
実
際

に
一
泊
し
、
二
日
目
に
は

防
災
講
義
等
の
勉
強
を
致

し
ま
し
た
。

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
み
ん
な
で
協
力

　避
難
所
体
験
〜

月
例
会

8

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
未
来
育
成
委
員
会 

■

　八
月
一
七
日
㈯
一
八
日
㈰
長
野
市
青
少
年
錬
成
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
八
月
例
会
「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
　〜
み

ん
な
で
協
力
　避
難
所
体
験
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　今

例
会
は一泊
二
日
の
避
難
所
生
活
を
通
じ
て
、
子
ど

も
達
同
士
が
助
け
合
い
、
相
手
の
立
場
に
な
り
自
分
が

何
が
出
来
る
か
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
様
に
な
る
事
を

目
指
し
ま
し
た
。

　小
学一年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
合
計
六
四
名
の
参
加
者

と
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア一〇
名
の
ご
協
力
の
下
、
体

育
館
等
の
広
い
空
間
の
中
で
の
段
ボ
ー
ル
を
使
い
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
空
間
の
確
保
の
仕
方
、
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
る
状
況
を
想
定
し
た
炊
飯
袋
か
ら
の
カ
レ
ー
作
り
等
、

避
難
所
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
子
ど
も
達
が

協
力
し
力
を
合
わ
せ
ら
れ
る
様
に
様
々
な
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
受
付
時
に
は
親
と
離
れ
る
の

が
寂
し
く
て
泣
い
て
い
た
子
が
最
後
に
は
笑
っ
て
い
た
り
、

小
さ
い
子
が
で
き
な
い
事
を
上
級
生
が
補
助
し
て
協
力
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
微
笑
ま
し
く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。　子

ど
も
達
に
は
今
例
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
る

事
や
感
じ
る
場
を
提
供
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
今
後
の
成
長
に
生
か
し
て
頂
く
事
を
願
い

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
尾  

祐
介

委
員
長
所
感
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　あ
の
蒸
し
暑
か
っ
た
夏
の
頃
も
終
わ
り
を
迎
え
、
よ
う

や
く
涼
し
い
風
が
通
り
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世

間
で
は
子
供
た
ち
も
夏
休
み
が
終
わ
り
新
学
期
を
迎
え
、

街
の
様
子
も
年
の
後
半
が
始
ま
っ
た
様
子
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
南
長
野
青
年
会
議
所
で
は
第
二
回
通
常
総
会
を
迎

え
二
〇
二
〇
年
度
理
事
長
予
定
者
と
し
て
酒
井
総
一
郎
君

が
選
出
さ
れ
、
次
年
度
へ
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
の
残
り
半
分
は
次
年
度
へ
の
準
備
と
本
年

の
仕
事
の
両
立
と
な
り
忙
し
い
半
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た

来
年
度
は
二
年
後
南
長
野
青
年
会
議
所
の
周
年
事
業
を
迎

え
る
準
備
の
年
に
あ
た
る
大
切
な
一
年
に
な
り
ま
す
。

　二
〇
一
九
年
の
南
長
野
青
年
会
議
所
も
残
り
半
年
、
宮

﨑
理
事
長
筆
頭
に
各
例
会
、
拡
大
活
動
全
力
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

総
務
委
員
会

　副
委
員
長

　上
條

　裕
太

８
月
　
日
㈯
〜
　
日
㈰
　
　
　
　
　
　
　

17

18

長
野
市
青
少
年

錬
成
セ
ン
タ
ー

　
本
例
会
に
は
六
〇
名
以
上
の
子

供
た
ち
、
そ
し
て
多
く
の
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
っ
て
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
日
本
を
支
え
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
子
供
た
ち
の
知
識
、

そ
し
て
思
い
出
の
一
部
に
な
ろ
う

例
会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 !!

!!

!!
!!

田中  　啓
会社名 Signature K

会社事業内容 農業

最近の趣味 レストラン巡り

ＪＣに入って
よかったこと

地域のJCの先輩方とも深い話ができる
ようになった。

39歳2019 Pick Up!
新入会員Ｎｏ.4

2019所属委員会
地域共創委員会

飯田  　淳
会社名 株式会社東飯田酒造店

会社事業内容 製造業

最近の趣味 映画鑑賞

ＪＣに入って
よかったこと 地域の様々な業種の人と知り合えたこと。

34歳2019 Pick Up!
新入会員Ｎｏ.3

2019所属委員会
Global Vision委員会  副委員長

!!

!!

　
六
月
一
六
日
㈰
〜
六
月
一
九
日
㈬
に
か

け
、
訪
韓
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
南
長
野
青
年
会
議
所
と
西
大
邱

青
年
会
議
所
は
姉
妹
締
結
三
五
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
盛
大
な
歓
迎
を
受

け
、
双
方
の
会
議
所
の
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
一
七
日
今
回
の
訪
韓
で
は
済
州
島

で
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
エ

リ
ア
会
議
）
に
合
わ
せ
日
程
を
組
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
ナ
イ
ト
で

は
両
青
年
会
議
所
合
同
ブ
ー
ス
を
展
開

し
、
水
色
の
南
長
野
青
年
会
議
所
の
法
被

　訪
韓
事
業

企
画
担
当  

■ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
委
員
会 
■

2019 ６
月
　
日
㈰
〜
　
日
㈬
　
　
　
　
　

19

16

大
韓
民
国

西
大
邱

を
纏
い
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
一
八
日
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
各
国
の
青
年
会
議
所
の
ブ
ー
ス

を
見
学
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
昨
今
、
日
韓
の
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら

れ
る
中
、
こ
の
よ
う
に
親
交
を
深
め
ら
れ

る
こ
と
も
青
年
会
議
所
の
魅
力
の
一
つ
に

他
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

交
流
が
五
年
一
〇
年
と
続
い
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。


